
百
条
委
員
会
で
の
証
言

「
石
原
氏
に
は
本
当
に
が
っ
か
り

だ
よ
。
あ
ん
な
人
物
が
都
知
事
だ
っ

た
ん
だ
か
ら
ね
」
・
・
・

石
原
氏
の
証
人
喚
問
直
後
の
駅
頭

宣
伝
で
、
何
人
か
の
方
か
ら
こ
ん
な

声
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
と
お
り
、

本
当
に
ひ
ど
い
証
言
姿
勢
で
し
た
。

「
記
憶
に
な
い
」
「
覚
え
て
い
な

い
」
を
連
発
し
、
建
物
下
に
土
壌
汚

染
対
策
の
盛
り
土
を
行
わ
な
か
っ
た

問
題
に
つ
い
て
は
「
役
人
が
勝
手
に

や
っ
た
こ
と
だ
」
、
用
地
取
得
交
渉

は
「
ら
つ
腕
の
浜
渦
（
武
生
元
副
知

事
）
に
全
権
委
任
し
た
」
と
す
べ
て

部
下
の
せ
い
に
し
て
し
ま
う
。
ま
〜

よ
く
ぞ
そ
こ
ま
で
開
き
直
れ
た
も
の

で
す
。

現
職
の
都
知
事
時
代
を
通
じ
て
自

分
が
優
位
な
立
場
に
い
る
時
は
と
こ

と
ん
傲
岸
不
遜
で
、
立
場
が
悪
く
な

る
と
平
気
で
人
の
せ
い
に
す
る
。
政

治
家
以
前
の
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、

本
当
に
残
念
な
方
だ
と
思
い
ま
す
。

豊
洲
利
権
の
徹
底
究
明
を
！

し
か
し
、
そ
う
言
っ
て
す
ま
せ
ら

れ
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
と

は
、
市
場
関
係
者
の
生
業
に
重
大
な

影
響
を
与
え
、
都
民
の
食
の
安
全
を

左
右
し
、
６
０
０
０
億
円
の
都
税
を

投
入
し
て
き
た
こ
と
の
是
非
に
関
わ

る
問
題
で
す
。
最
高
責

任
者
で
あ
る
都
知
事
と

し
て
重
大
な
責
任
を
負
っ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
彼
の
逃
げ
口
上
、

無
責
任
が
許
さ
れ
て
良

い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
、
石

原
氏
の
再
喚
問
を
求
め

て
い
ま
す
。
都
政
の
闇
、

豊
洲
利
権
の
徹
底
解
明

な
く
し
て
都
政
の
刷
新

は
あ
り
え
な
い
、
こ
の

立
場
で
、
全
容
解
明
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

中
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と
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昭
和
19
年
、
小
学
４
年
生
の

と
き
「
将
来
何
に
な
り
た
い

か
」
と
先
生
が
ク
ラ
ス
全
員

に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
男

子
ば
か
り
の
教
室
。
答
え
は

揃
っ
て
憧
れ
の
航
空
兵
だ
っ
た
。
心

な
ら
ず
同
じ
答
え
を
し
た
こ
と
を
今

で
も
覚
え
て
い
る
▼
本
当
は
父
の
よ

う
な
商
人
に
な
り
た
か
っ
た
。
だ
が

そ
れ
は
言
え
な
か
っ
た
。
「
意
気
地

な
し
」
「
男
は
兵
隊
さ
ん
に
な
る
も

の
」
と
言
わ
れ
る
の
は
分
か
り
切
っ

て
い
た
▼
「
そ
う
だ
そ
の
意
気
」
と

い
う
戦
時
歌
謡
が
流
行
っ
て
い
た
。

／
何
に
も
言
え
ず
靖
国
の
／
宮
の
き

ざ
は
し
ひ
れ
伏
せ
ば
／
熱
い
涙
が
こ

み
上
げ
る
／
そ
う
だ
感
謝
の
そ
の
気

持
ち
／
揃
う
、
揃
う
気
持
ち
が
国
守

る
／
国
策
丸
出
し
の
西
条
八
十
の
詩

を
、
親
し
み
や
す
い
古
賀
メ
ロ
デ
ィ

が
包
ん
で
い
た
▼
太
平
洋
戦
争
が
始

ま
っ
た
年
、
小
学
生
に
な
っ
た
。
物

資
の
統
制
で
代
用
品
の
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
に
登
校
し
た
。
２
階
に
下
宿
の

工
員
さ
ん
は
、
帰
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
骨
の

代
わ
り
に
切
っ
た
爪
を
貯
め
い
て
い

た
▼
お
国
の
た
め
に
捧
げ
る
命
。
教

育
勅
語
や
軍
歌
に
よ
っ
て
揃
え
ら
れ

て
い
っ
た
国
民
の
意
識
。
い
ま
、

「
共
謀
罪
」
と
呼
ぶ
治
安
維
持
法
が

鎌
首
を
も
た
げ
、
教
育
勅
語
を
暗
唱

す
る
学
校
が
出
現
。
そ
れ
を
、
こ
の

国
の
首
相
が
賛
美
し
て
い
る
。
「
二

度
と
戦
争
は
ダ
メ
」
と
誓
っ
て
70
年
。

戦
争
を
知
る
世
代
の
役
割
は
、
ま
だ

終
わ
っ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。
（
Ｋ
）

短信

日
本
共
産
党
演
説
会
で
政
策
を
訴
え
る

中
野
あ
き
と
市
議
・
都
議
予
定
候
補

都政を斬る！

日刊紙１ヶ月 3497円

日曜版１ヶ月 823円

お申し込み 党南多摩事務所

TEL 042-374-4384

または中野事務所へ

都政の闇を解明し、都政の刷新を！

中
野
あ
き
と
の

「
都
政
改
革
宣
言
」
か
ら

★
ミ
ニ
バ
ス
、
ワ
ゴ
ン
タ
ク

シ
ー
の
増
便
を
！

病
院
や
、
買
い
物
へ
行
き

た
い
な
ど
、
バ
ス
の
増
便

を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
野
市
の
バ
ス
会
社
等
へ
の

１
億
円
の
補
助
に
、
東
京
都

か
ら
１
億
円
の
追
加
支
援
を

加
え
れ
ば
大
幅
な
増
便
が
実

現
で
き
ま
す
。

★
モ
ノ
レ
ー
ル
に
シ
ル
バ
ー

パ
ス
の
適
用
を
！

モ
ノ
レ
ー
ル
の
運
営
会
社

の
８
割
の
株
は
東
京
都
が
所

有
し
、
事
実
上
の
都
営
交
通

機
関
と
言
え
ま
す
。
日
暮
里
・

舎
人
ラ
イ
ナ
ー
と
同
じ
よ
う

に
モ
ノ
レ
ー
ル
で
も
シ
ル
バ
ー

パ
ス
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

★
Ｊ
Ｒ
、
京
王
線
の
駅
ホ
ー

ム
に
安
全
柵
を
！

「
狭
く
て
危
険
を
感
じ
る
」

（
日
野
駅
）
な
ど
の
声
に
応

え
て
、
各
駅
に
安
全
柵
を
設

置
し
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。



３
月
中
旬
か
ら
３
月
20
日
に
か
け
豊
田
駅
南

口
広
場
の
暫
定
開
放
や
周
辺
の
道
路
の
接
続
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
「
住
み
よ
い
豊
田
を
つ
く
る

会
」
は
３
月
20
日
中
野
あ
き
と
市
議
・
都
議
予

定
候
補
と
共
に
街
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
次

の
よ
う
な
改
善
事
項
を
ま
と
め
て
日
野
市
に
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

①
部
分
（
図
参
照
）
。
平
山
橋
を
右
折
す
る

車
に
よ
り
住
宅
地
の
通
行
量
が
増
え
て
い
る
。

「
こ
こ
で
右
折
」
の
ス
ー
パ
ー
の
看
板
等
の
設

置
場
所
の
変
更
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た

右
折
し
な
い
よ
う
表
示
板
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

②
部
分
。

３
・
３
・
２
号
線
途
中
に
信
号
機

を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
下
り
坂
で
車
は
加
速
さ

れ
て
見
通
し
も
悪
い
。

③
の
部
分
。
●
豊
田
駅
南
口
駅
前
の
３
・
４
・

15
線
か
ら
３
・
４
・
19
号
線
へ
右
折
し
よ
う
と

し
た
時
、
右
折
可
等
の
道
路
標
示
が
な
い
た
め

迷
う
。
３
・
４
・
15
号
線
の
交
差
部
分
の
中
央

線
を
削
除
し
て
く
だ
さ
い
。
●
３
・
４
・
15
号

線
に
右
折
ラ
イ
ン
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
●

３
・
４
・
19
号
線
の
右
側
部
分
に
横
断
歩
道
の

表
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。
●
３
・
４
・
15
号
線

に
暫
定
的
に
で
も
一
時
停
止
を
表
示
し
て
く
だ

さ
い
。

④
部
分
。
豊
田
駅
へ
の
歩
行
者
進
入
口
が
狭

く
、
ま
た
縁
石
が
出
っ
張
っ
て
い
て
危
険
で
す
。

手
す
り
を
１
個
除
去
し
入
口
を
広
げ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
縁
石
を
切
り
下
げ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
部
分
。
３
・
４
・
15
号
線
は
消
防
署
前
の

信
号
機
～
駅
前
ま
で
横
断
歩
道
が
少
な
い
。
歩

行
者
専
用
の
信
号
機
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
「
豊
田
３
丁
目
バ
ス
停
」
が
廃
止
さ
れ
不

便
な
の
で
、
教
会
付
近
に
バ
ス
停
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

⑥
部
分
。
交
差
点
に
「
西
平
山
方
面
」
の
表

示
が
あ
る
が
、
現
状
で
は
狭
い
生
活
道
路
に
進

入
す
る
の
で
、
表
示
を
非
表
示
に
し
、
「
工
事

関
係
者
以
外
の
大
型
車
両
進
入
禁
止
」
を
表
示

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
入
れ
に
日
野
市
か
ら
は
、
「
問
題
点
の

認
識
が
近
い
部
分
も
あ
り
検
討
し
た
い
」
旨
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

《２０１７年 5月の無料法律相談 》

市役所６階 共産党控室 午後１時～３時

5月 11日（木）

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。

ご
感
想
・
ご
意
見
を

お

寄

せ

下

さ

い

。

生活相談のご案内

市民の皆さんの生活における悩みや不安などに対し、生

活相談をおこなっています。

秘密厳守。無料です。お気軽にご相談ください。

（お問合せ）中野あきと事務所 (599)3350へ

豊
田
南
地
域
の
道
路
開
放

に
関
し
改
善
を
申
し
入
れ

３
・
４
・
19

号

豊田駅

豊田南

地区センター

消防署

中央図書館

豊田陸橋

平山橋 浅川

３・４・１５号

３．３．２号線

至八王子

①
②

③④

⑤

⑥

教会

市営駐輪場の一時利用が拡大

昨年１１月、今年１月と駐輪場の一時利用を拡大す

る対策が講じられています。南平駅周辺では北第１駐

輪場（１００台）、北第２駐輪場（３８台）、南第１

駐輪場（９８台）の３ヶ所、豊田南口周辺では豊田駅

南第３駐輪場（１００台）、豊田駅第２駐輪場（土日

のみ５０台）となります。

市民の利用実態や要望を踏まえて一時利用の拡大と

なっているものです。日本共産党日野市議団も市議会

で一時利用枠の拡大の提案を行っていました。

日
本
共
産
党
演
説
会
（
弁
士
予
告
）

■
４
月
29
日
（
祝
日
）
午
後
２
時
か
ら

高
幡
不
動
駅
南
口
街
頭
宣
伝

吉
良
よ
し
子
（
党
参
議
院
議
員
）

か
ち
佳
代
子
（
党
都
議
会
議
員
）

中
野
あ
き
と
（
都
議
予
定
候
補
）

■
６
月
10
日
（
土
）
夜

ひ
の
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
演
説
会

◎
小
池
晃
（
党
書
記
局
長
）
来
る
！

駐
輪
の
一
時
利
用
が
拡
大


